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(調査 日 :2006,且2｡20)

京 都 大 学 - の 調 査 項 目

且 , 実 施 プ ロ セ ス に つ い て

(且) こ の プ ロ グ ラ ム は ､ 選 定 後 ､ ど の 程 度 全 学 規 模 に ま で 拡 大 し てきたのでしょうか｡(全学レ

ベ ル で の 組 織 化 率 ､ そ し て 全 学 レ ベ ル で 機 能 し て い る 度 合 い を具体的に示してください｡)

(2) 選 定 後 ､ ｢ロ - カ リ ズ ム と ユ ニ バ ー サ リ ズ ム の 統 合 ｣ - 向 け ての全学-の波及状況を具体的

に 示 し て く だ さ い ｡ ま た ､ 統 合 化 率 は ど の 程 度 で し ょ う か ｡ この場合､どのロ-カリズム

(学 部 ) が ユ ニ バ ー サ ル 化 さ れ ､ ど の よ う に し て そ の 学 部 の肝EB様式を受け入れるよう他

学 部 の 説 得 を 行 っ た の で し ょ う か ｡

(3 ) p 7 に あ る ｢実 践 的 課 題 に 応 え る 汎 用 性 の 高 い 実 践 モ デ ル ｣はいくつ完成 し､そのいくつ

が 全 学 レ ベ ル で 実 施 (稼 動 ) し て い る の で し ょ う か ｡ 他 大 学の参考となる第 II期型Fm

実 施 の 典 型 例 は い く つ完了 し た の で し ょ う か ｡ そ れ は 国 立大学を前提としたものでしょう

か ､ そ れ と も 私 立 大 学にも参考となる よ う な 前 提 を 持 っ 性 格でしょうか｡

2 , 組 織 性 に つ い て I
(且 ) 高 等 教 育 研 究 開 発 推進センターは何名の専任教職員で構成されているのでしょうかO

(2 ) 取 組 - の 教 職 員 の 参加状況は､選定後変化がありますか｡

(3 ) 現 在 の 学 内 の 支 援体制はどのようになっていますか｡

3 ｡ 有 効 性 に つ い て

(且 ) 選 定 後 の 学 生 と 教員の主体的参加 (学問教育共同体)の達成率を示してください｡

(2 ) 相 互 研 修 型 F mによる授業改善の成果を具体的に挙げてください｡

(3 ) 選 定 後 の 工 学 部における遠隔授業､公開授業､授業評価によるカリキュラム改革の進展状

況 と 工 学 部 教員集団のFD共同体-の組織化について示してくだきい｡

(4 ) 全 学 レ ベルでの相互研修型FEB組織化とそれによる教育改善の状況について示してくださ

い ｡

(5) 学生-の教育効果について､どのような方法で評価していますか｡

(6) 相互研修型Fmにおける学生の授業評価の位置づけを示してください｡

(7) この取組を現時点でどのように総合評価しても､ますか (教育効果について､客観的根拠を

示してご回答下さい) 0

4由将来展望について

拍) 本取組を更に発展させるべくどのような充実策を考えていますか｡

(2) 現在､問題点 ⑳課題となっているものはありますか｡もしあれば､その問題点の把握とそ

の解決をどのようにされていますか｡

5B特色G炉に選定されたことの効果について

(且) 選定されたことによりもどうも＼う効果がありましたか｡

(2) GPに選定されて､学内外にどのような影響がありましたか (他大学-の広報､研修など)｡

また､採択されたことを由ら積極的に和 しましたか｡

(3) 補助金によって具体化された内容にはどのようなものがありますか｡

6◎その他

組) 特色G評の事業担体は､競争的環境を搾り上げて各大学 ⑳短期大学に高等教育機関本来の

教育の質を高めていると思いますか｡

(2) 特色G炉に対する要望 ⑳意見についてお聞かせくださも頂｡

-三二1;-



:I;i-I::::_::-::__:-:=-LIE-I_:滞 :-;;

ー:･}主ミ祭短､二号___:-:/一･l･,ぎ:ド
ー..:I.!薫モ3宝-:51遥･触;ご;卓::;:i..'it.::L:ii:;.:
三･言 ::i･･シ幸一-バー:.JL::.:i-:)ご4

3)寮車乗夢魔寧盈◎◎6

L工工十二･;････票.i':..モ詣武邑票云:-i,

盛 時腰漁網

lT_:tl:;･判'･_･):扇3-1<vC＼.如き:ij;,g;:_!裏瞥
資観望∋開窓額田鴨⑳国賓

建粥こきIt享通辞簸違 G閏ヒl;,f:'勘1-.LIL-;7S.ミCnL:.:･i}
漁網轟き『静研究襖尉車魔愈親澄鹿島轡臆組織困

惑華f!i:?開f;Sjl潮盛蜂愚挙轟､;i-:-:IvJg.I:･.1.:;,,L洋LL:Li-i.磯i.lr-I:.?!'･童享=:+:i

資駒◎さ尭撃親衛撃愈降魔研究

<:I-'_;:閏Ll.･11I｡!ii･:!一芸;･Ai_1∵丈草野t:.i.;a:檀:?号 ボブ隼':JJ..～

:-If二 三十 ::

遠 路 旬わ ざわ ざ旬ご苦 労 様 習ず .

‥｣調査堪 ヒト ∴.iET}.(:I,:i･:.答を考える工LI･i二仁こ:.::/::.㌻■､∴ Y:::':.･:二･TQきIIL:i
t.II㍗lTj巨う洋紅 詩聖は,.,3::課題:I:J::･･i./J::llI.辛:;事こ:.:まIL.LIi亘.:J.:L.:･･.;･::
包括的に考える≡とが習きま』た｡

こ_1車 三･::.:･}/1,,言持直1!･･:iS.巨引二は専:かi∴:}:'5.::.巨巨石･~..:,:::::-::･I..i:+工工学.
･;'::-.;::.最長∴∴吉し王将∴､意鼠モ主音ト'.苓(,ii0

因関連情報を伝達ずる感要よも質問項 目鴎⑳応答量
はも後になるほざ減少』ます0

--いずれ圭1二･Li.(;,:∴.熟.ぎ日を.十､ぎ圭等東義:;i:T.･;Ili里毎::I:!TJ寺掛Ⅹ
上音息もpL:sI)と期待し羊∵鳶す｡

"∴ :-I:"::~∴ ∴ ∴:-千:::一二::-_字 t ∴~

し･･･I::∴~:OL'予 ･こ/･::工十L_:IfIやせ尽 -隼 ‥十L:tこ:＼･章 二∴主上∴二二.∵

審査委員会から課せら艶た艶』齢課題習轟慧た.』
十 :..F‥｢十王･':I.I;_I::潤.:i:-':･I.重責等 ,I:/_亘 ●一㌦貢∴亮:tJ.;I:.･..:.-:∴､㍉ .∴:.:･;

ような形習実現』竃きた｡

g戦略的拠点として鈎三学部でめFD組織化

･成果の公表

魯全学で釣｢東学院生のための教育実践講座 ｣開催

･:登ミ票改.蔓 コ:=ざ'_腱つ:工､･･守_I:･;:立言主=L:-iil:i:草二手:.:已.量言.･:.;葦:plli.:二二:濾.､j･'喜
5iZ5

B関 西地区臣D連絡協議会⑳設置鴎

E:辛-･.!tlt.･三.-.､:yt'十 :::学苗字r;I:.:.I;.-:I:..I..∴サギ草:鷲-:

-3]3-



二 葉 誓 二 ≧~∴ 号/=圭 -,A:≡

国東 学 院 設 置 基 準 改 正 (来 琴 錦腰 盈円施 行 )

9第息碍条3｢衆学院は､当該衆学院鈎授業及び研究指

導の内容及び粛法鈎改善を図るため釣組織的な研

修及び研究を実施するもめとするO｣
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(ヲ屑13日-27日)

国 文 学 研 究 科 (名 物 講 義 翰 雷- 力尋謬化 旬院 生 鈎教

育 研 修 )

国 農 学 研 究 科 (担 任 制 釣 検 討 な ど)

国 法 学 研 究 科 ( 田 - 鼠 昏- 3』育三よる学 部 教 育 問 題 鈎

増 幅 も 研 究 者 養 成 問 題 %授 業 署 お 餅 - 睦鈎 碓 拙 さ)

しコ 匝 学 制 嘉 科 (医 学 故 蜜 圭 ●二や - ､.巨 ゴ･:'tl:発 端 ∴十 斗

力 方 式 導 泉 鈎 波 紋 )
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国 教 蘭 学 研 究 科 摘 尊 異 な 授 業 評 価 )

国 太 閤 国環 境 学 研 究 科 (全 学 共 通 教 育 飽 担 )
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国 経 済 学 研 究 科 (鄭 』 卑 見 意 義 開 発 鴨 鍋 討 議 亀授 業

評 価 鈎 形 責 )

幽 薬 学 研 究 科 (連 合 匡臥 6年 制 問 題 )
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昏従来の｢東学授業ネットワ-勤 を拡大再編した(次のスライドを参照)O

･~'::i:I-i教 で圭一圭､二十･‥ニー~一-∴‥∴.::::V･J:it_:=げに )

藩ネットを利済した遠隔和 の研究開発と案開化

B総合科研｢東学授業実践の質的研究に基づく電子メディア化とFDネット

ワ-事釣構築｣によるO

五京都大学､盛観東学､山形大学を結んで研究開発率O

-いずれも､観象の由発的な教育研修を結合し､｢相互研修聖和｣を拡

張しようとするものである｡

-∴ 三 二一:-_-;∵ :, ｢二~ -二一二-T'-"r･､:･.:二:::-二 .-㍉ ･---:.'二∴--''･･

_I./ I..:-.∴ + ,: ′ .-'-:-::十 二 :-二:_･:':-::+･夢 .､へ ′.It:::-:､l'-∵ :二 手:i:､十

二二 ､.十 ‡二､二 II･:_=･;:I,T･:-∴ ~.'-I-;-:I.::-:::∴ =+::-y享 ‥二'=.-::;l･手 二 ニ

ー-:_･'=･二 ･~∴二=-:I-::二 二 二･∴ }･'=.1二 ~~て 二 二十 二 こ･三-:.∴ 二 ~:T

r~∴ 一･ ∴ ~_一二 'I 二1-:I:;:." .~~'･:I-二 .-"--: ~･ニ~､=∵･--･I-I.--.I:-二 二

･'∴ :I:''･:,I:-I::::二 へ∴ 二 二 :㍗::･:'-:-II'-三 .:T､ニ~.':､二 ‥ご 十三･

T･･--､~∴ ~一 ･･ 言 - 二 十 ＼:=::'t:I-::l:;.:--I::~､̀~~:-i1-::l'L千 ･二 ･:;:i--･:･I-I-;::1:'T/I･_-:

∴ ∴ 二-I.I∴ _

一 三二∴ -



Ell∴-一 p､､~●:.堅.:"∴ _'･ I:､ ‥､. i::･∴ ∴∴ :､̀∴11;I:‥･

･･ -

･: ∴ ･二･･.ノ.;-:J､-:-:i;/三･･-･′十 :･∴ ミ:′:㍉＼ここ.I.::~- ･∴ ∫.･.:.

':-:∴‥ン㍉.i-′.壬∴ミ-=､､･- _･."∴ ､:/ :'で､､､･､二 ､:: ∴ ､二‡●､ ::二･●

三､Il.三､､●I:-一､･I.7--て一･十 :､∵二㌦

二二三二i∴ 三三 1:'=,:I ･_.∴ ∴ ./:. ∴∴ ‥t.:･_≡.∫:.∴.:I-.:ニ-:-I-∴こ.

J'-､･-､ 三･/､二 ･一一一･rt∴::.:･′.･:エ :主∴ ･･.､･:I,∴ ∴~､ ､,:_-: ､

:i,,:-_∴ ●∴-二∴∴∴ -:::.二･二:･.:-.二

･.:: ∴ ･T-;:㍗:十∴ _一... ･二 ‥′ . ､- .:_.～ :'∴:'/i-.:

‥ ･ニ:-::--‥こ't.･∴ ･t:′.∴ ∴ 一..∴ 一.∴∴ ∴ :_:_:l∵･∴ ∴ ･･ .:､‥:.

I." ‥三 ,･..･,;I..I:∴ ∴･!/:J:::､工 ･三二∴~..∴ ＼∴ .::I:･ ､ -;::/1-一･′.こ

r:+ : ･∴二 ∴ 一_ ′-,,_/･-L.-､. :.";:二1=＼∴三三∴ _: .∴ ∴ ~･_:･-~:∴･

∴ ._~′;･･ . :-∴ ~二､1一･∴ ' ∴ . _∴ ∴.-■ 二 一 ∴

. ･-/_

t _ -: 一 一

' ': ､ :.- ･一 一工 . _ :. :: :

L:- ∵∴ ∴ ､.. こ . ∴ ､ ･二∴ ､､∴ _二

.. ∴ ∴ ∴ ･∴ ∴ ∴ ∵ :- ~.:I.lT'㍉;:､ ･ ~~~ 1

∵ ∵ ~∵ :.:::L･~ . ~ ∴ L.● ､､∴ ∴ :.~ ~■ : ㍉･･-

; _ -∴ ∴ ･l ∴ .∴ 一･ ∴ ･ ' `

‥..∴ 二･･蚕､二∴ :/ : :.I ∴ zl‥ ､.･ ･ ､ ､十 :',I:●‥.

:･二 . ･ ∴ ~~ ● .● ~ 1･ , __ ･

∴ -.

∴ . ∴ ‥ . ∴ - - I - 1･ l∴ :I.: 一･･∴ ･'

I::∴ ● Z ･~･: t _ ∴ ‥. . - ∴ ~二. ~＼

愚 ｡

二･･∴ .

十 ∴.+::､･. ●i ･･.-∴ ~､: ~~. ~~. :.-::''-:I ' ･∴

斗… ■■■
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Ill_: 書 -;-i;; 違 憲 蓋 轟 監 芸 藍 妻;%:;i:_壷 i--妻丁

ぎ 蚤 を 至葦 蔓よ 竪 奉 I_1_

説 ･l:..紅 ま で さ さ や か に 継 続 し て き た 様 々 な せ :i,I,

タ ∴ ぎ E3 ミ辻 射 ,に 対 し言 ∴ 学 内 外 か ら ､強 お な

公 的 支 援 が 与 え ら れ る よ う に な っ 一∈き た .

曙 6;P ⑳ 遂 行 を 通 』 竃 も 史 診 察 - 肉 鈎 組 織 的 協 調

が 生 み 出 さ れ 竃 き た o

圏 新 た な 業 務 を 遂 行 習 き る 泉 と ヨ 呆 睦碍 補 充 が 番

え ら れ た ｡

tI_:_-ii::きき吏壷三二:-;i:i-I---I,-=真幸主二三-:--::i.三 三_:=苧 テ

宮･=賂鑑覇遅番曝憩こE:,--J･?鄭巌:SEi蓉番酔｡

匿教務補佐員と事務補佐員を雇済ずる芸歴が習
きた.

･･一般もめ翫ヨコと残余掛指数会式㌫ぎ;:≡よr･/ :･:.::∴ 土二
学部臣臥 院生研修も東学教育研究 冒 オ - ラ 息 旬
全学臣B研究検討委員会旬間西 地 区 匡B連 絡 協
議会∴本学教育ネ･ご井J岳̀プ--や (?:?,r立 ち 上 itl.fSな .I,i:三､,
す菅に述戎竃きたず鵡竃 ⑳ 仕 事 が %実 現 爾 能
となL.I,7;--:..i_:..

(副 題 削 岩適 露 豊 艶 '-a.:b 単 内 軸 庁;:藍 幽 遠 萄 な 蔚 宙 が

あ あB蓉 u?__i･監 無色(飽 東 学 く7%b覇 広 報 ､ 鞘 鯵 串 だ ) ｡ 尊 氏 ゝ

鱒 沢 恵 艶 監 t:I.?}藍 を 顛 句 帝 唾 的 ぎ三三開 音ユタ寮 5.._4監 癖 ｡

国 す 竃 に 指 摘 した よ うに ､印 刷 物 もネ ッ トも集 会 な ど あ ら

ゆ る 手 段 を 涌 い て ..本 GPに つ い て 忘 報 を す す 打 1圭キ

た ｡

囲 12屑 に 限 っ 竃 も ､6;Pに 関 す る 講 演 低 級 (茨 城 東 学 王

学 部 / 6日 )もGPに 関 す る 調 査 団 ◎ 来 訪 (文 部 科 学

省 委 託 研 究 ｢先 導 的 東 学 改 革 推 進 委 託 事 業 ｣調 査 団

/ 皇5日 )な 蜜 が あ る .

圏 ≡ う』で もこれ も す で に 幾 度 も 指 摘 した よ うに ､本 GPに

よ っ 竃 も学 内 も関 西 地 域 ､全 国 ⑳ 臣D理 解 と実 践 的 組

織 化 を 進 め る ≡ とが 習 き た ｡
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…二｢烹学童膏等会 薫き悪筆宍二･･=･:_了-て ｢

且｡ 課題研究名

｢FDのダイナミックス一一第一次調査のフォローアップと新たなモデノレ-1

2.代表者 田中毎実 (京都大学高等教育研究開発推進センター長)

3｡研究組織 (コアメンバー)

絹川正吉､井下理､佐々木一也､田中義郎､山内正平､安岡高志､本郷優紀子､大塚雄作､

松下佳代､大山泰宏､溝上慎一

46研究期間

3年間 (2006-割08年度)

5e研究目的および研究委員会設置の事由

学 会 は かつて､FDの状況と将来展望について､わが国で初めての本格的調査を実施した｡

こ の 調査そのものが､実は､和に関する大規模な啓蒙活動であったが､その調査結果には､

わが国の Fmの将来に関しての予測が記されている｡この調査は､意図においても規模に

おいても画期的だった｡本研究委員会では､今日の高等教育ユニパーサ]材ヒという新たな

展開の下でb

a)この第一次調査以降に実施された他の関連諸調査を総括し､FDの典型的実践事例

を取り上げてケ-ス ⑳スタディを実施する｡

b)今日の状況に対応し､大学自己開発のダイナミックスを生み出す FDの新しいモデ

ルを提案する｡

且) 一次調査後､わが国の高等教育は､急速にユニバ-サル化段階-到達した｡その

間､法令上のFD努力姦射巳などの外的圧力もあって､学生の授業評価や同僚の授

業参観などの定型的 FD活動はごく一般的に実施されるにいたった｡｢和｣概念を

導入したのは他ならぬ本学会であった｡しかし､それとともに和の本来の意図が

見失われつつある｡

2) ユニバーサル化のもとでの大学は､学生､教員などのありようも千差万別である｡

教員集団は､それぞれの大学および学問領域のありように即した教育に向けて､

臣覚的に毎己認識を獲得し自覚的な集団を形成しなければ な い ｡しかもその際､

このような意味でのローカリズ串を越えて､大学教育一 般に共通するグローバル

な教育目的の達成 が ､ たとえば一般教育ないし教養教育といった形で追求される

必要がある｡ つ ま り ､ ユ ニバーサル化のもとでのFDは､個別大学の教員集団がb

-≡-:_'/-



そのロ-カリズムとグロ-バリズムとの間に最適のバランスを見出す仕方でも毎

分たちを教育者集団として自覚的に形成することでなければならない｡私たちほも

今田のFD関連事例をいくつか集中的に検討することによって淘大学艶艶の集団的

自己形成を可能にする条件､それを妨げる条件などを一般的に析出する｡

3) ユニバ-サル化のもとで急速に変わりつつある学生たちと教育諸条件を前にし管

日常的実践で苦関する大学教員には､たしかに勺教育改革 ⑳授業改革-向かうこ

-ズが一般的に存在する｡しかし現行の和は､なかなかこのニ･-ズの層に届かな

い｡多くの場合､教員集団にとって外発的に実施される和諸企画は､どうしても

トップダウンの啓蒙という色彩をぬぐい去れないまま空転している｡それでは､

どうすれば和は､教員集団の日常約二-ズの層に届く仕方でも組織化 ◎制度化さ

れるのだろうカ㌔大学教員の集団的自己形成を動機づけるような制度的諸条件 (級節

織､教員の雇矧欝行､支持的風土や競争的風患 褒賞体系甲有無など)を検討しb

本研究委員会では､上記の<グロ-バリズムとロ-カリズムとの間の最適解の模

索>という課題を超えてさらに､<日常化という新たな段階に見合ったFDの組織

化 ⑳制度化のあり方>についても検討を加えたい｡

4) 今日のFDの組織化 ⑳制度化に関しては､その ｢水平的拡大｣という新たな 次

元を見出すことができる｡水平的拡大とはも教員全員の組織化がめざされること

であり､学生集団､職員集団をも組織化に巻き込もうとすることである｡他方句

教員集団が (表層的な啓蒙ではなく)深く毎分たち の日常的教育ニーズに根ざす

仕方で自分たち自身を自発的に自己組織する､和 の い わ ば ｢垂直的深化｣の次元

がある｡この二つの次元によって大学自己開発の ダ イ ナ ミ ッ クスが生成されるの

である｡このFDの組織化 ⑳制度化理念は､どのよ う な 困 難 に 直 面 し㌔どの経度現

実化されているのだろうめ㌔本研究委員会は､我 が 国 の 和 組 織 化 の 実 態 を統計的

事例的に検討することによって､｢水平的拡大と垂 直 的 深 化 ｣ と い う組 織 化 ⑳制度

化の新たな理念の下においてもbFDの新たなモデ ル を 提 案 し た い .

6｡研究経費

90万円 (30万円×3年)

7◎研究成果の公表方法

3年の期間中の大学教育学会大会､課題研究集会を､研究成果の公開と討論の機会

としてプルに活周するとともに､単独の研究集会牽具体的な公開和 プロジェクトを

も展開する予定である｡
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